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SystemDriverについて
－システムドライバとは？－
このSystemDriverはプロテクタを運用するコンピュータにインストールするドライバです。開発環境だけでなく、プロテクタを使用するエンドユーザーの環境にもこのライバをインストールしておく必要があります。
－システムドライバの必要性－
Windows2000/XP/NTでは基本的にアプリケーションがプリンタポートを直接参照することが出来ません。WindowsME/98/95ではアプリケーションからのプリンタポート参照は、印字よりも低い優先順位を与えられています。
このためWindows2000/XP/NTでは通常プロテクタを参照することが出来なくなり、WindowsME/98/95では印字中はプロテクタを読むことが出来ないことになります。
しかしこのSystemDriverを導入することで内部処理を調整し、上記の環境でもプロテクタを正常に動作させることが出来るようになります。
このため SystemDriver はWindows2000/XP/NT環境では動作に必須で、WindowsME/98/95環境では導入を非常に強く推奨しております。もしWindowsME/98/95環境でSystemDriverが導入されていない場合は動作保証を一切行えません。
注！
WindowsME/98/95環境下ではSystemDriverが導入されていなくても通常の場合にはプロテクタを読み取ることが可能です。
しかし双方向通信をサポートしたコンピュータでは、印字を行っていない場合でもプリンタポート確認のタイミングでプロテクタの動作に支障が出る場合があります。ですから例え印字を行わない場合でもWindowsME/95/98環境下でも必ず SystemDriverを導入してください。
SystemDriverファイル構成
－ファイル内容－
SystemDriverは全ファイルが圧縮された形で配布されています。

まず"PD5392_all_dev.exe"を実行して適当なフォルダにファイルを展開してください。展開後のフォルダ構成は下記のようになります。
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ルート ...............WindowsInstaller用ファイル

Contents .............英語版マニュアル

Internet Installer ...アーカイブ化されたインストールファイル

Legacy ...............従来の互換形式のインストールファイル

Manual ...............各種日本語版マニュアル格納フォルダ
Merge Modules ........インストーラ用マージモジュール 
Toc ..................HTMLマニュアルのトップ 
Legacyフォルダには下記のフォルダが含まれています。

レガシー版の"PD5391_Leg.exe"を展開した場合のフォルダ構成も下記の通りとなります。

DOS ............MS-DOS環境用フォルダ
OS2 ............OS/2環境用フォルダ
Win_31 .........Windows3.1環境用フォルダ
Win_9x .........WindowsME/98/95環境用フォルダ
Win_NT .........WindowsNT/2000環境用フォルダ
Readme.txt......Readmeファイル（英語版）
Sentinel.ddp....OS/2用セットアップ情報ファイル
Setup.exe.......自動セットアップファイル
"Manual"フォルダには当マニュアルを初め、リリースノートと使用上の注意点などのマニュアルが格納されています。

英文版のマニュアル、

DriverInfo.doc
MergeModules.doc
PD5392Installation.doc
などの日本語訳版もこのフォルダに格納されております。

導入方法～従来の互換方法

（プリンタポート版のみ使用するケース）
－Windows環境下での導入－
Legacyフォルダにあるsetup.exeを実行してください。何も表示メッセージを出さず（インストール元のディスクに一瞬だけアクセスします）にWindows2000/XP/NT,WindowsME/95/98，Windows3.1,DOS,OS/2などの動作環境を自動判定してSystemDriverの導入が行われます。導入を行った後は一部のコンピュータを除いて再起動の必要はありません。

この際には、Legacyフォルダ以下のファイルしか使用しません。
注！
富士通製コンピュータFM/Vシリーズに関してのみ、SystemDriverを導入した後で必ず電源を完全に切ってから再起動を行ってださい。これは富士通性コンピュータFM/Vシリーズのみで発生する制限事項です。

富士通製コンピュータ以外の全ての機種ではそのような作業は必要ありません。
注！
Windows2000/XP/NT環境下でSystemDriverの導入を行う際には、ログインされる際に必ず管理者権限でログインして下さい。システムフォルダに対するファイル追加とレジストリに対して情報を記載するためです。
導入方法～従来の互換方法

（USB版とプリンタポート版の双方を使用する）
－SuperproUSBを一緒に使用する場合－
今回のバージョンのSystemDriverにはUSB版Superpro（SuperproUSB）を使用するためのドライバが同梱されています。

SuperproUSBを初めてコンピュータに接続するとUSB版Superpro用のドライバを求められます。その際にSuperproUSB用のドライバの場所を指定することで SuperproUSBが使用可能になります（下の"ドライバ導入を後で行う場合"を参照してください）。
もしSuperproUSBを使用する予定のある場合には、SystemDriver導入時にSuperproUSB用のドライバを一緒に導入しておくことが可能です。
その際には下記のようにオプションを付けてSETUP.EXEを実行します。
書式：　SETUP.EXE /USB

この処理はSuperproUSBが使用可能な環境全てで共通の処理手順です。
SuperproUSBが使用可能な環境はWindowsNT/2000,Windows98以降のWindowsでUSBデバイスが使用可能となっている状態です。

注！
WindowsNT/2000環境下でコンピュータのUSBポートが使用可能でない場合には、"/USB"オプションを使用しないで下さい。

USBポートが使用可能でない場合に上記手順でUSB用のデバイスドライバを組み込むとコンピュータ起動時にエラーが発生します。

－ドライバ導入を後で行う場合－
通常のオプション無しセットアップ（SETUP.EXE）を行った場合には、USBドライバはコンピュータに複写されません。その際にはコンピュータにSuperproUSBを装着するとWindowsからドライバの導入を求められます。
Windows95の場合
～SystemDriverフォルダの"Win_9x\USB95"フォルダを指定して下さい。
WindowsME/98の場合
～SystemDriverフォルダの"Win_9x\USB98"フォルダを指定して下さい。
WindowsXP/2000及びNTの一部バージョンの場合
～SystemDriverフォルダの"Win_NT\I386"フォルダを指定して下さい。
導入方法～従来の互換方法

（USB版のみ使用するケース）
－SuperproUSBしか使用しない場合－
今回のバージョンからUSB版Superpro（SuperproUSB）用のドライバのみを導入しても正常に動作するように改良が加えられました。

全くSystemDriverが導入されていない環境でSuperproUSBをコンピュータに装着すると、プラグアンドプレイにより「USBトークンが検出された」というようなメッセージが表示されます。

しばらく放置するとドライバファイルの場所の指定を求められますので、それぞれのOS別に下記の場所を指定してください。

Windows95の場合
～SystemDriverフォルダの"Win_9x\USB95"フォルダを指定して下さい。
WindowsME/98の場合
～SystemDriverフォルダの"Win_9x\USB98"フォルダを指定して下さい。
WindowsXP/2000及びNTの一部バージョンの場合
～SystemDriverフォルダの"Win_NT\I386"フォルダを指定して下さい。

あとはWindowsの指示に従って導入を行ってください。

注！
古いインターフェースファイル（SP6.x未満）を使用したアプリケーションでは、USB版ドライバファイルを認識できない場合があります。その際には正しくUSB版ドライバが導入されていてもアプリケーションが初期化段階でErrorCode#12を検出します。

このような場合には先の" USB版とプリンタポート版の双方を使用する"

方法でドライバの導入を行ってください。

導入方法～Windows Installer
SystemDriver5392フォルダ内の"setup.exe"を実行してください。後は表示されるメッセージに従って導入を行なってください。

SystemDriver5392フォルダ以下のファイルをCD-ROMのルートフォルダに複写することでAutorun機能を用いた自動インストールも行なえます。

このインストール方法ではLegacyフォルダ内のファイルは必要ありません。しかし不具合時の状況確認のためにLegacyフォルダ内のファイルが必要となることがありますので、Legacyフォルダ内のファイルもお客様に配布して下さい。

注！
この形式のインストーラは導入OSがWindows9x/ME/2000/XP以上のOSの対応となります（アプリケーションの形式は問いません）。

注！
Windows Installerを利用して御社アプリケーションのインストール時にシームレスにSystem Driverを追加することが可能です。その方法に関してはSentinel System Driver Windows Installerマージ･モジュールのマニュアルを確認してください。

マニュアルはContentsフォルダ内の"MergeModules.htm"です。

導入方法～Internet Installer

Internet Installerフォルダ内の"RainbowSSD539.exe"を実行してください。

基本的な操作方法は先述のWindows Installerと同じです。

このインストーラを使用すると、顧客配布ファイルが" RainbowSSD5.39.2.exe "のただ一つで済みます。
このファイルを利用してもUSB版Superpro（SuperproUSB）用のドライバのみを導入することができます。
注！
この形式のインストーラは導入OSがWindows9x/ME/2000/XPに限られます。（アプリケーションの形式は問いません）

SystemDriverアンインストール方法
SystemDriverをアンインストールするには２つ方法があります。どちらの方法でも削除を行った後には必ずコンピュータを再起動して下さい。
1.SETUP.EXEを使用する方法
SETUP.EXEに"/U"オプションを付けて実行することでファイルと設定を削除することが出来ます。
2.Windowsの"アプリケーションの追加と削除"を使用する方法
Windows95/98,WindowsXP/2000では"アプリケーションの追加と削除"の項目から、WindowsNT4.0,NT5.0ではマルチメディア内の"ドライバ項目"で、それぞれリストから"Sentinel System Driver"を選んで削除を行えます。
3.インストーラから行なう場合

Windows InstallerやInternet Installerでは、インストーラ動作時に対話的にアンインストールが行なえます。

注！
WindowsXP,2000,WindowsNTを運用中にSystemDriverをアンインストールするには、必ず現在ログインしているユーザーの権限を確認して下さい。
Administrator権限かドライバやシステムファイルの追加と削除が可能な権限でログインして削除を行って下さい。
注！
必ずインストールを行った方法と同じ方法でアンインストールを行ってください。

インストーラとアンインストーラが異なる場合には正常にアンインストールできない可能性があります。

付記
－最新版の入手方法－

最新版は下記URLで公開されています（英語版）。

http://www.rainbow.com/tech/download/index.html


日本語マニュアルなどは下記URLで公開されています。

http://www.giken.co.jp/
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上
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